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箸やハサミのような道具は，繰り返し練習することで，自分のからだの一部のように自在に使えるようになる。このような，道具を使うスキルが小脳と呼ばれる神経機構に獲得される様子を，人間の脳活動画像でとらえることに成功した。
Miall, C.M., Reckess, G.Z. & Imamizu, H. (2001) The cerebellum coordinates eye and hand tracking movements. Nature Neuroscience, 4, 638-644. 

外界の情報は多くの場合，始めに視覚から入って来るので，人間は，まず眼で目標を捕らえ，その方向に手を伸ばそうとする。このような眼と手の協調動作には，眼球が動く前に，視点がどこに移動するかを予測する仕組みが重要であることを示した。
Imamizu, H., Kuroda, T., Miyauchi, S., Yoshioka, T. & Kawato, M. (2003) Modular organization of internal models of tools in the human cerebellum. Proceedings of the National Academy of Sciences U.S.A., 100, 5461-5466. 

人間の小脳が，道具を使うという高次機能においても，場所によって学習内容を分担していることを脳活動画像で解明した。脳の異なる場所が，道具の異なる操作特性を学習・記憶しているために，使う道具が変化しても人間は柔軟に対応できると考えられる。
Imamizu, H., Kuroda, T., Yoshioka, T. & Kawato, M. (2004) Functional magnetic resonance imaging examination of two modular architectures for switching multiple internal models. Journal of Neuroscience, 24, 1173-1181. 

複数の道具を柔軟に使い分けるためには，個々の道具を使うスキルを学習するだけでなく，適切なときに適切なスキルを選び出す必要がある。状況に応じてスキルを適切に選び出すための仕組みを，脳全体のネットワークの中で明らかにした。
Imamizu, H., Sugimoto, N., Osu, R., Tsutsui, K., Sugiyama, K., Wada, Y., & Kawato, M. (2007) Explicit contextual information selectively contributes to predictive switching of internal models. Experimental Brain Research, 181, 395-408. 

運動の学習は「頭で考えるよりも体で覚えろ」とよく言われる。しかし，複数のスキルを同時に学習する場合，学習内容を意識的に理解すると，スキルの切り替えが早くなり，それぞれの記憶が保持されやすくなることを，心理実験と計算機シミュレーションで示した。
